
日鏡外会誌　第 18巻　第 6号・2013年 11月

　韓国内視鏡外科学会との間で，先駆的な取り組みや新しい技術・情報等について両国の若手内視鏡外
科医の交流推進を目的とした，合同シンポジウムの開催が決定されました．シンポジウムの演者には，
韓国側のご好意により一人当たり 1,000 USドルで 2～3名分のグラントを準備いただけるとのことです．
応募は，下記要項としますが，最終的には本年 11月の韓国外科学会で優秀演題が選定された後の決定
となります．
　会員諸氏におかれましては積極的にご準備いただくようお願いいたします．

記

1．応募は，応募時点で会費を完納している本会正会員に限ります．
2． 日本国内で勤務している若手の外科医 （応募時点 40歳未満）で，一人の応募者が提出できる抄録は
一演題のみです．

3． 領域は未定です． 
現時点では①胃②大腸③ HBPの 3領域を想定しています．

4．本会評議員 1名の推薦書（書式自由，評議員の署名付き）の提出が必須となります．
5．選考は国際委員会が行い，理事会の議を経て決定します．
6．会期および会場　　2014年 4月 24日～26日　（会場：韓国ソウル市）
7．応募締め切りは 2013年 12月頃　（予定）

　※詳細が決まり次第，日本内視鏡外科学会ホームページにてご案内いたします．
以上

2013年 10月吉日

会 員 各 位
一般社団法人日本内視鏡外科学会
理　事　長　　　北野　正剛

国際委員会委員長　　万代　恭嗣

日韓若手外科医フォーラムにおけるグラント募集について
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